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論文内容の要旨
【目的】
癌悪液質でみられる進行性の体重減少の病態を解明するために、 VX2腫療移植担癌家兎を用いて、癌進
行に伴い発現する脂肪細胞のアポトーシスと脂肪分解能の相闘を検討し、さらに血衆浄化療法がそれらの
現象に与える影響についても検討した。
【方法】
1 )体重約3kgの日本白色家兎27羽を3群に分け、うち2群の大腿筋にVX2腫擦を移植し担癌群とした。
2 )担癌群のうち l群は移植後10日目より 10日に 2回の割合で血紫浄化を行い血衆浄化群 (p群)とし、
他方は非血祭浄化群 (NP群)とした。
3) 10日毎に体重・体脂肪量を測定し、血清・脂肪組織を採取した。
4 )血清をマウス精巣上体から採取した脂肪組織に添加し、上清中へのglycerol放出量を測定することに
より1ipolyticactivityを評価した。
5 )各群の脂肪組織について叩NEL法・透過型電顕によりアボトーシスの発現を調べた.
【成績】
1 )体重および体脂肪量はNP群では経目的に減少し、 50日目にはそれぞれ腫第移植時の82.6:t 5.7%、
56.8士10.0%となったが、 P群では50目白で90.O:t4. 3%、74.3:t8. 8%とNP群に比し有意に高値を示した。
2) I jpo1ytic activi tyは P群で変化を認めなかったのに対し、 NP群では40日目に134.8%、50日目に
は186.1%と有意に冗進した。
3 )脂肪細胞のapoptoticindexは20日目に最高値を示したが、 P群、 NP群でそれぞれ27.4土16.l%、27.8
=':17.7%と有意差を認めなかった。 50日日には、 NP群でP群に比し脂肪細胞の縮小が著明となった。
【結論】
反復血紫浄化療法は、癒悪、液質による体重減少の初期の要因と考えられる脂肪細胞のアボトーシスを抑
制する効果はなかったものの、末期におけるlipolyticactivityの冗進を抑制することは可能であると示
唆された.
論文審査の結果の要旨
癌悪液質でみられる進行性の体重減少の病態を解明するために、 VX2腫蕩移植担癌家兎を用いて、癌進
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行に伴い発現する脂肪細胞のアポトーシスと脂肪分解能の相関を検討し、さらに反復血柴浄化がそれらの
現象に与える影響についても検討した。
体重約3kgの日本白色家兎27羽を3群に分け、うち2群の大腿筋にVX2腫携を移植し担癌群とした。担
癌群のうち l群は移植後14日目より10日に2回の割合で血摂浄化を行い血策浄化群 (p群)とし、他方は非
血築浄化群 (NP群)とした。 10日毎に体重・体脂肪量を測定し、血清・脂肪組織を採取した。血清をマウ
ス精巣上体から採取した脂肪組織に添加し、上清中へのglycerol放出量を測定することによ引ipolytic
activityを評価した。各群の脂肪組織についてTUNF.L法・透過型電顕によりアポトーシスの発現を調べた。
体重および体脂肪量はNP群では経目的に減少し、 50自国にはそれぞれ腫蕩移植時の82.6:t 5. 7%、
56.8士10.0%となったが、 P群では50日目で90.O:!: 4.3%、74.3:!:8.8%とNP群に比し有意に高値を示
したo JipoJytic activityはP群と健常群との聞に有意差を認めなかったのに対し、 NP群では40日目に
134.8%、50日目には186.1 %と有意に冗進した。脂肪細胞のapoptoticindexは20日目に忌高値を示
したが、 P群、 NP群でそれぞれ27.4:!: 16.1%、27.8:!:17.7%と有意差を認めなかった。 50口自には、 NP
群でP群に比し脂肪細胞の縮小が若明となった。
反復血衆浄化は、癌悪液質による体重減少の初期の要凶と考えられる脂肪細胞のアポトーシスを抑制す
る効果はなかったものの、末期におけるlipolyticactivityの冗進を抑制した。
本研究は、担癌個体における体重減少の成因について、脂肪代謝の変化のみならずアボトーシスによる
脂肪細胞の減少という新しい知見を加えたものとして、博士(医学)の学位を授与されるに値すると判定
した。
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